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人類が現在、抱えている困難な問題の１つに自
然の営みと人間活動の不調和からもたらされる
災害や環境の劣化がある。梅雨入りとなり大雨・
土砂災害など、毎日のように報道される昨今であ
る。またインドネシアにおけるメラピ山の火山噴
火、ジャワ島中部地震の被害も 5000km も離れた
外国とは云え、大学での身近な友人・学生が被災 
している。 
 今、人々は、地球上で生存していくために未来
に不安感を抱いている。人類が安全で安心な地球
社会を構築し、環境を維持していくためには、地
球上における環境の変化の予測を行い、環境保全
を行える人材の育成が大変重要になっている。ま
た、発生した災害のダメージを少しでも軽減する
ことが必要である。地球システムの変化に起因す
る、気象や環境の変化および地球表層の変化に関
する情報の提供、さらに災害の発生を予測できる
ような「地球の医者」が求められているといえる。 
地球環境の変動による大気や海域・陸域など地
球表層の情報を得るためには、衛星リモートセン
シング情報はおおきな役割を果たし、かつ強力な
技術である。現在｢地球診断｣と称して、衛星情報
を活用し、地球表層の変化をいち早く検知し、変
動の要因を知り、現地における検証を実施、かつ
予測モデルを構築、災害発生の危険率を予見する
能力を有した人材育成を目標とする大学院ＧＰ
を進めている。 
 千葉大学における地球科学、生命科学、環境リ
モートセンシング研究の各分野、また地球表層の
中でも陸域の生態系を扱う分野の融合による意
欲的かつ独創的な研究・教育の取り組みを始めた。
衛星情報を活用し、実際的な技能を有し、かつ危 
険度の増大した地球表層の検証・モデルの作成な
どを行える高度な研究を育成する「地球診断ログ 
ラム」とも呼ぶものである。 
 災害の軽減・予測の研究に対する社会的期待は
きわめて大きい。地震・火山・台風などによる大
きな災害のみならず、地球温暖化、人間活動の増
大による環境の劣化など、災害軽減のための研究
活動が社会的注目を集めることはその表れとい 
える。 
 しかしながら、リモートセンシングの有効な活
用が社会的期待に応える十分な研究成果と説明
責任を果たしてきたかどうか我々は自ら点検評 
価が必要とされている。 
 大学の研究教育の質的充実や国民に対する説
明などの取り組みを支援・促進する方策として大
学評価機関が発足し、評価の試行がすでに開始さ
れている。さらに、研究開発投資の効果を向上さ
せるため評価に基づいた重点的資源配分が行わ
れつつある。このような背景を下に独立行政法人
化後の大学における共同利用研究センターの位
置付けは必ずしも明解となっていない。 
 環境リモートセンシング研究センターは、12 年
の歴史を通じて一貫してリモートセンシングの
体系化とその成果の社会的還元を図る活動を続
けてきた。さらに継続的な発展のためには研究と
教育両面からの振興が必要であり、そのために大
学の全国共同利用機関としての重要な役割を果
たしてきたと考えている。しかしながら、あらた
めて全国共同利用研究センターとして、次の３つ
のポイントについて自己点検が必要と考えてい
る。１）CERｅS が大学附置センターの研究組織と
して独創的で特色ある目的・魅力ある目標をもっ
ているか。２）リモートセンシング学を発展させ
るにふさわしい研究組織となっているか。３）セ
ンターを構成する研究者個々人が国際的視野を
踏まえた研究を行っているか。 
 たとえば、衛星リモートセンシングは、衛星情
報を活用し、環境劣化や災害の原因となる自然現
象の詳細な情報を検知し、分析を行い次に起こる
現象を予測する技術と知識の創出を目指すもの
であると考えられる。しかし、個々に専門化され
た研究領域において独立に進められ、相互の干渉
作用を欠いたままなされてきている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
2006 年 5 月 14 日に噴火したメラピ山（インドネシア） 
 
 
 
 
 
 
 
 
噴火前の ASTER 画像 2003 年 6 月 30 日撮影 
 
 
 
 
 
 
 
 
噴火直前の ASTER 画像 2006 年 4 月 26 日撮影 
結果として得られた成果は、総合的視点を持たな
いこともあり、一研究室の研究と変わらないもの
となり、個別科学としても最先端となりえない場
合が多かったのではなかろうか。 
 先にあげた３つのポイントは環境劣化や災害
を科学する作業を契機として必然的に生じる災
害軽減のための科学の体系化に不可欠のもので
あり、センターとして環境リモートセンシング学
なるものに関して世界をリードする最先端の研
究開発に通じるものと考える。 平成１８年４月
１日付をもってセンター長となり自戒の念と未
来を志向して、センターに所属する教職員の皆様
のご支援・ご協力をよろしくお願いする次第です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     メラピ山のハザードマップ 
   
メラピ火山活動のモニタリング研究を行ってい
るヨサファット助教授の解析結果より抜粋。 
ジョグジャカルタでの大地震発生後、現地入り
して調査を行った。 
 
「地球診断学創成プログラム」の紹介 
文部科学省が推進する「魅力ある大学院教育支
援プログラム（大学院ＧＰ）」に採択された地球
診断学創成プログラムでは、若手研究者に新たに
求められる資質、自立して研究活動を行うための
能力を組織的かつ体系的に収得するための教育
プログラム、を重点的に支援し、研究者養成機能
の強化を推進することを目指しています。 
地球環境の変化、気象変化、地球表層の変化に
関する情報の提供、さらに災害の発生や自然生態
系の変動を予測できるような地球の医者（地球診
断士）が求められている背景のもと、衛星情報を
活用して、地球表層の変化をいち早く検知し、変 
動の要因を知り、現地における検証を実施し、か
つ予測モデルを構築、災害発生の危険率を予見す
る能力を有した人材育成を目標として大学院教
育を行っています。 
地球全体から地域スケールまでの地球表層構
造の知見を統合し、マクロな構造から遺伝子レベ
ルに至る自然の階層構造を把握するために、本プ
ログラムは地殻変動学コース、保全遺伝・生態学
コース、地球表層変動学コース、画像情報システ
ムコースから構成されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2006 年 5 月 30 日に開催された地球診断学創成
プログラム―リモートセンシングから地球診断
学博士の誕生まで―「第 1回ワークショップ」で
は、地球を診断する博士を目指す学生が研究の計
画と進捗状況について発表を行いました。 
＜各コース院生の研究テーマ＞ 
*地殻変動学コース* 
松尾 淳「物理探査による伊豆諸島の火山噴火様
式の研究：特に青ヶ島について」 
*保全遺伝・生態学コース* 
渡辺健太郎「東京湾における海草メタ個体群の長
期空間動態の解明」 
*地球表層変動学コース* 
直木和弘「マイクロ波放射計から観測される輝度 
温度からの海氷生成量変動の解明～結氷期に 
おける薄氷の海氷厚推定～」 
伊東明彦「衛星データを利用した風送ダストの検 
出手法と輸送起源の特定について」 
八木 浩「ＤＭＳＰデータから推定する交通量、
都市域、フレアーの推定についてー研究戦略」 
カイサレ アジ「中国乾燥半乾燥地域の水循環」 
白木洋平「GIS/RS を利用した東京圏における都市
環境の総合的評価」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
CEReS 後援で日本リモートセンシング学会が千葉大学で開催されました
2006 年 5 月 18 日、19 日の両日に、日本リモー
トセンシング学会平成 18 年度春季学術講演会が
千葉大学けやき会館で開催されました。環境リモ
ートセンシング研究センターの後援で行われた
第 40 回講演会では、生憎の悪天候にも関わらず
300 名以上の参加者があり、99 件（口頭：45 件、
ポスター：54 件）の研究発表が行われました。 
初日は、一般講演 13 篇の発表に続いて、ポス
ターセッションが行われました。2 日目には「植
生」「観測・システム」「災害・環境」「アルゴリ
ズム」セッションの一般講演とポスターセッショ
ンが行われました。また、午後からの国際連携セ
ッションでは、韓国リモートセンシング学会との
学術協力協定に基づく若手研究者交換プログラ
ムの一環として招待した韓国からの若手研究者 2
名の発表がありました。 
恒例となっている特別講演では、西尾文彦セン
ター長から「北極・南極の雪氷圏の変動と温暖化」
について 1 時間ほど講演をしていただきました。
岡本謙一学会長と若き日の西尾センター長との
出会い話から始まり、四半世紀以上にわたり継続
して得られた衛星データが北極・南極域の海洋を
覆う海氷面積の急速な減少と後退を捕らえてい
ることと、10年間に多年生海氷が北極海では 9％、
南極海のベリングス・ハウゼン海で 7％も減少し
ていること、EOS-Aqua の AMSR-E の高分解能でよ
り多くのチャンネルの観測データが海氷縁で海
氷の氷種の分類や空間分解能の高性能化で評価
が可能となっていることなどが紹介され、衛星に
よる雪氷圏変動・温暖化に関わる研究の加速化が
課題であることが述べられました。 
また、期間中は千葉大学の普遍教育科目「地球
環境とリモートセンシング」の受講生 50 名が、
聴講生として学会に参加しました。授業開講責任
者である久世教授の提案により実現した今回の
試みは、リモートセンシング学会にとっても初め
ての取り組みでしたが、将来の研究者たちの参加
を歓迎してくれました。緊張した表情で受付を済
ませた学生たちは、各セッションの発表内容を熱
心に聞いてメモを取るなど、講義で学ぶリモート
センシングとはひと味違った知識の場を経験し
ました。 
＜聴講生たちの感想＞ 
・生まれてはじめての学会でとても緊張した。 
・学会は想像よりオープンなもので、情報を交換
し合あおうという空気がよかった。 
・RS が単に衛星観測にとどまらないことが分かり、
水文学の研究を目指す自分には大きな刺激にな
った。 
・会場内で英語が飛び交い、国際的な雰囲気もあ
り、感激した。初めてということもあり驚くこと
や萎縮することばかりだったが、学会を経験でき
てよかった。 
・リモートセンシングが気象、農業から考古学ま
で幅広い分野で利用されていることを実感する
ことができた。 
・衛星画像からの予測は研究成果の応用範囲が極
めて広いので、空間的にも時間的にも研究を継続
させていかなければならないと感じた。 
〔本郷 千春〕 
特別講演で海氷の話をする西尾センター長 
